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次女（小 2）は金曜日の宿題はいつも、その日の夜でなく休み

の土曜日にしています。 

先日、土曜の夜になっても、宿題をしている様子がないので、「宿

題は終わったのか？」と聞きました。すると、「早起きは三文の得

って言うでしょ。だから、明日の朝起きてする。」とのこと。 

言い訳は妙に達者です。 

 

 

みなさんのご意見・ご要望をお寄せください！ 

■ 閉会本会議で党議員団を代表して討論 

10月 26日、2011年度決算議会が終わりました。共産党市会

議員団は、市長提案の55件の議案のうち、49件については賛成

し、一般会計決算、国民健康保険会計特別決算など、6件につい

て反対しました。わたしは、閉会本会議において、議員団を代表

してこれらの案件についての討論に立ちました。 

■ ムダは温存、福祉・教育は切り捨て 

一般会計や国保会計決算に反対する（認定しない）最大の理由

は、国が進める福祉切り捨て、負担押し付けの構造改革路線を、

そのまま、京都市に押し付けようとしている点です。 

国民健康保険会計は、4年連続の単年度黒字（計 67億円）で

あるのに、保険料は 3年連続で値上げです。しかも、「市民の負

担は限界に来ている」との認識を示しながらの値上げですから、

市民の命を守る立場に立っていません。 

 共産党京都 2 区の演説会がみやこめっせで行われ、はら俊史

京都2区国政委員長、井上さとし参議院員などが訴えました。 

 訴えの後には、会場から質問や意見をいただき、それに対して

また、答えるといった双方向の演説会で盛り上がりました。 

 

 

 市原・鞍馬街道

の郵便局前は、側

溝の幅だけが歩

道で、しかも傾斜

しています。 

 朝、登校中の小

学生が、側溝の鉄

の溝ブタの上で

滑って、危うく車

道側に転びそう 滑り止めがついた鉄のフタに交換 教育予算は、2004年度から経常運営費を2割カットしたまま

の状態が続いており、学校では水道代を節約するために、低学年

と高学年でプールの水位の調整すら満足にできない、との声が聞

こえてきています。今年の夏には小学校のプールで子どもがおぼ

れるという痛ましい事故さえ起こっています。 

一方で、ムダ遣いの象徴である新たなごみ処理施設（焼却灰溶

融施設）の建設に固執し、20年間で560億円もの経費を使おう

としています。しかもこの施設は、完成前から事故を繰り返し、

完成が3年以上も遅れるという欠陥施設です。 

■ 相変わらず、何でも賛成でいいのか 

必要な事業に賛成するのは当然ですし、今議会で共産党も 49

件は賛成しています。しかし、ムダな大型事業を温存し、福祉と

になったところに遭遇。土木事務所にお願いして、滑り止めのつ

いたフタに取り換えてもらいました。 

国保会計は４年連続黒字
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教育は切り捨て、という提案にどうして賛成できるでしょうか。

こうした提案に共産党以外の、自民・民主・公明に加えて、京

都党、みんなの党が、相変わらず全て賛成していることは、市

民の暮らしを考えているのか、と問わなければなりません。 

 

 

計 67億円！ 


